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安全･安心･新鮮でおいしい

静岡県産の農畜産物をお届けします。
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Main topics

これまでの事業に新たな考えを付加し、
経済事業強化を推し進める「営農総合対策部」……01
topics&news

令和５年度事業計画などを決定

静岡県経済農業協同組合連合会臨時総会……03
良質茶の計画生産を

一番茶定点定期生育調査…………………03
最も早い新茶シーズン到来

令和５年静岡茶市場初取引…………………04
県内茶業の戦略的拡大へ

令和４年度静岡県農協茶業者集会…………04
循環型社会を目指す取り組み

清掃工場の熔融スラグを肥料に「砂丘大根」試験栽培……05
首都圏量販店で静岡フェアを開催

「食セレクション」認定農産物を販売…………05
有利販売に向けた取組

県産チンゲンサイ品質査定会を開催…………05
お知らせ  

あぐりんく静岡からのお知らせ… ……………06
テレビ番組「ごちそうカントリー」のご紹介……06
営農支援だより  

これからの茶園での害虫防除…………………07
お知らせ  

JAタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介……09
令和５年度新入職員紹介……………………10



main
topics
メイントピックス

こ
れ
ま
で
の
事
業
に
新
た
な
考
え
を
付
加
し
、

�

経
済
事
業
強
化
を
推
し
進
め
る「
営
農
総
合
対
策
部
」

振
興
開
発
課
）、
総
勢
11
名
の
体
制
で
す
。

昨
年
度
ま
で
の
、
企
画
管
理
部
の
Ｊ
Ａ
支

援
課
と
生
産
資
材
部
の
生
産
振
興
開
発
課

の
事
業
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。
石
川
和
弘
常

務
理
事
は
、「
営
農
総
合
対
策
事
業
は
、
営

農
に
関
す
る
様
々
な
課
題
が
あ
り
、

現
在
各
Ｊ
Ａ
や
組
合
員
よ
り
相

談
・
要
請
・
要
望
が
多
い
。
新
し

い
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
、
自
信
を
持
っ
て
事
業
展

開
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

Ⅲ �

営
農
総
合
対
策
部
の

事
業

１
． 

Ｊ
Ａ
支
援
課

　

Ｊ
Ａ
支
援
課
の
事
業
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

⑴
Ｊ
Ａ
支
援

①
Ｊ
Ａ
間
事
業
連
携
等

　

Ｊ
Ａ
成
長
・
効
率
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
お
よ
び
早
期
警
戒
等
へ
の

対
策
支
援
や
簡
易
物
流
コ
ス
ト

調
査
を
利
用
し
た
改
善
な
ど
、
新
た
に

求
め
ら
れ
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

本
会
関
係
部
署
と
連
携
し
て
Ｊ
Ａ
の
経

済
事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

②
農
機
事
業
持
続
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

現
在
静
岡
県
下
に
27
の
Ｊ
Ａ
農
機
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
農
機
セ
ン

タ
ー
技
術
者
の
高
齢
化
に
よ
る
技
術
継

承
等
の
課
題
が
あ
り
、
こ
の
た
め
、
農

機
事
業
持
続
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
、
事
業
の
効
率
化
・
収
支
改
善
に

Ｊ
Ａ
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑵
新
し
い
取
り
組
み

①
労
働
力
支
援

　

農
業
従
事
者
数
は
年
々
減
少
し
65
歳

以
上
の
占
め
る
割
合
も
上
昇
、
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
若
手
の
人
材
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｊ

Ａ
支
援
課
は
ス
キ
マ
バ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス

の
ア
プ
リ
を
提
供
す
る
㈱
タ
イ
ミ
ー
と

契
約
し
、
農
業
分
野
の
人
手
不
足
解
消

に
向
け
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。
タ
イ

ミ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
で
生
産
者
は
収

穫
時
期
な
ど
人
手
が
必
要
な
時
期
に
働

Ⅱ �

営
農
総
合
対
策
部
の
誕
生

　

営
農
総
合
対
策
部
は
、
令
和
５
年
４
月

１
日
よ
り
新
組
織
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
１
部
２
課
（
Ｊ
Ａ
支
援
課
と
生
産

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

本
会
は
、
令
和
５
年
度
を
ス
タ
ー
ト
す

る
に
あ
た
り
、「
組
合
員
と
と
も
に
創
造　

“
農
業
と
協
同
の
未
来
＂」
を
目
指
し
て�

「
Ｊ
Ａ
静
岡
２
か
年
計
画
」を
策
定
し
ま
し

た
。
同
時
に
、
こ
の
計
画
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
、
機
構
改
編
を
実
施
し
、
新
設
の

部
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
今

回
は
、「
営
農
総
合
対
策
部
」
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

営農総合対策部機構図

農産物
安全分析センター

Ｊ Ａ 支 援 課
営農総合
対策部

生産振興開発課
生産者相談窓口

営農総合対策部　機構図

営農総合対策部　事業概念図
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main topics

担
い
手
へ
出
向
く
Ｊ
Ａ
職
員
の
資
質
向

上
支
援
が
欠
か
せ
な
い
た
め
、
出
向
く

体
制
を
構
築
し
て
い
る
県
下
Ｊ
Ａ
の
本

店
担
当
者
を
参
集
し
た
「
営
農
経
済
渉

外
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
連
絡
協
議
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
連
絡
協
議
会
で
は
、
取

組
内
容
の
説
明
や
課
題
へ
の
対
処
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
県
下
Ｊ
Ａ
を
対
象
と
し
て
営
農
経
済
事

業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
商

品
展
示
や
、
県
外
優
良
事
例
報
告
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

③
出
向
く
体
制
の
支
援
で
は
、
状
況
を
自

ら
が
把
握
す
る
た
め
「
出
向
く
活
動
強

化
運
動
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
Ｊ
Ａ
へ

提
案
し
対
応
し
て
い
ま
す
。こ
の「
出
向

く
活
動
強
化
運
動
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

は
、
３
年
間
行
っ
て
お
り
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
内
容
に
て
引
き
続
き
取
り
組
み

②
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
（
ア
グ

リ
ノ
ー
トCheck!

）
の
運
営
管
理
及
び

営
農
管
理
シ
ス
テ
ム
「
み
の
り
」
の
対

象
品
目
拡
大
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

③
安
全
分
析
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
し
て
農

産
物
を
対
象
と
し
た
残
留
農
薬
分
析
業

務
（
㈱
Ｌ
Ｓ
Ｉ
メ
デ
ィ
エ
ン
ス
へ
の
分

析
委
託
）
を
行
い
、
静
岡
県
農
産
物
の

安
心
・
安
全
の
確
保
の
た
め
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

④
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
体
制
へ
の
支
援
、

営
農
ナ
ビ
「
あ
ぐ
り
ん
く
静
岡
」
の
運

営
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
外
郭
団
体
で
あ
る
産
地
技
術
課
題
解
決

研
究
会
で
は
実
証
圃
設
置
に
よ
る
課
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
、Ｉ
Ｐ
Ｍ（
総

合
的
病
害
虫
雑
草
管
理
）
技
術
指
導
者

養
成
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

⑵
担
い
手
と
の
関
係
強
化
に
よ
る
生
産
振
興

①
担
い
手
と
の
関
係
強
化
の
た
め
に
は
、

き
手
を
確
保
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
り
、

働
き
手
は
自
分
の
「
ス
キ
マ
」（
働
き

や
す
い
）
時
間
だ
け
働
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
雇
用
者
は
タ
イ
ミ
ー
で

マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
働
き
手
を
個
別
に
直

接
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
長
く
働
い

て
も
ら
え
る
働
き
手
を
確
保
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

②
無
人
店
舗
の
導
入
研
究

　

無
人
店
舗
と
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
商
品
購
入
か
ら
決
済
ま
で
を
無
人

化
し
た
店
舗
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
非
接

触
が
推
奨
さ
れ
た
こ
と
や
人
手
不
足
の

解
消
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
が
進
む
中
様
々

な
業
界
で
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

２
．
生
産
振
興
開
発
課

　

Ｊ
Ａ
生
産
振
興
開
発
課
の
事
業
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

⑴
出
向
く
Ｊ
Ａ
職
員
へ
の
研
修
会
と
安
全

安
心
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
担
い
手
へ
出
向
く
Ｊ
Ａ
職
員
の
資
質
向

上
支
援
と
し
て
階
層
別
研
修
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

スキマバイトサービスアプリ「タイミー」

無人店舗システムの実演

資材店レイアウト改善

ま
す
。

⑶
産
地
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

産
地
技
術
課
題
解
決
研
究
会
で
は
、

地
域
の
特
産
作
物
や
振
興
作
物
を
対
象

に
１
課
題
３
年
を
目
安
と
し
て
、
土
地

利
用
型
農
業
、
品
目
の
掘
り
起
し
、
収

量
増
加
対
策
な
ど
多
方
面
か
ら
農
業
者

の
所
得
向
上
に
向
け
た
検
討
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。
取
り
組
み
成
果
は
例
年

１
月
に
開
催
し
て
い
る
「
産
官
学
技
術

交
流
事
業
報
告
会
」
で
報
告
を
し
て
い

ま
す
。

Ⅳ �

お
わ
り
に

　

営
農
総
合
対
策
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
に
新
た
な
考
え
を
付
加
し
、
営
農
経

済
事
業
の
強
化
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

営農経済事業初任者研修

出向く体制の研修

Keizairen ┃ 0102　 ┃ Keizairen



topics & news

地区項目 推定摘採盛期

平坦地 藤枝・島田・牧之原・御前崎・菊川・掛川・袋井・磐田・浜松 4/22～4/29

山間地 沼津・富士・富士宮・静岡・清水・川根・森・天竜・春野 4/27～5/5

３
月
28
日
、
本
会
は
、
県
農
業
会
館
で

「
静
岡
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
臨

時
総
会
」
を
開
き
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
会
長
・

組
合
長
や
関
係
者
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
松
永
大
吾
経
営
管
理
委
員

会
会
長
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
、
議
事
で
は

決
議
事
項
と
し
て
加
藤
敦
啓
代
表
理
事
理

事
長
よ
り
第
74
年
度
（
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
）
事
業

計
画
の
設
定
な
ど
に
つ
い
て
上
程
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
12
日
～
14
日
の
３
日
間
、
茶
業
部

は
Ｊ
Ａ
お
よ
び
県
と
共
同
で
県
内
の
一
番

茶
の
定
点
定
期
生
育
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

一
番
茶
の
本
格
的
な
生
産
期
を
前
に
、
生

育
状
況
を
把
握
し
良
質
茶
を
計
画
生
産
す

る
こ
と
が
目
的
で
、
各
茶
園
の
新
芽
の
数

や
長
さ
・
開
葉
数
、
病
害
虫
の
発
生
状
況
、

気
象
災
害
な
ど
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
新
芽
の
生
育
は

良
好
で
、
摘
採
期
は
平
年
よ
り
や
や
早

く
、
昨
年
よ
り
4
日
程
度
早
く
な
り
ま
し

た
。
盛
期
は
４
月
22
日
か
ら
５
月
５
日
頃

の
予
想
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
気
象
経

過
に
つ
い
て
は
、
１
月
か
ら
４
月
上
旬
ま

で
の
平
均
気
温
は
平
年
よ
り

高
く
推
移
し
、
適
度
な
降
雨

に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
病
害

虫
の
発
生
に
つ
い
て
は
全
体

的
に
少
な
く
、
気
象
災
害
な

ど
に
つ
い
て
も
、ご
く
一
部
の

茶
園
で
は
４
月
上
旬
の
低
温

に
よ
っ
て
生
育
が
抑
え
ら
れ

た
も
の
の
、
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
気
象
災
害
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

茶
業
部
は
、
摘
採
期
の
短

期
集
中
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

需
要
に
応
じ
た
良
質
茶
生
産

に
向
け
、
計
画
的
な
摘
採
に

努
め
る
よ
う
呼
び
か
け
ま

し
た
。

令
和
５
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
決
定

静
岡
県
経
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会
臨
時
総
会

良
質
茶
の
計
画
生
産
を

一
番
茶
定
点
定
期
生
育
調
査

▲決議事項の説明をする加藤理事長 ▲挨拶をする松永会長
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topics & news

4
月
13
日
、
静
岡
市
葵
区
の
㈱
静
岡
茶

市
場
で
、
令
和
５
年
の
新
茶
初
取
引
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
市
場
の
開
設
以
来
最

も
早
い
開
催
と
な
っ
た
今
回
の
初
取
引
は
、

取
引
開
始
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た
式
典
に
、

約
７
０
０
人
の
生
産
者
・
茶
商
・
Ｊ
Ａ
関

係
者
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
同
市
場
の
内
野
泰
秀
社
長

が
挨
拶
、
次
い
で
、
川
勝
平
太
静
岡
県
知

事
と
難
波
喬
司
静
岡
市
長
、
静
岡
県
茶
業

会
議
所
会
頭
の
上
川
陽
子
衆
議
院
議
員
が

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
生
産
者
を
代
表
し

挨
拶
し
た
松
永
大
吾
経
営
管
理
委
員
会

会
長
は
、「
農
業
資
材
の
高
騰
が
続
い
て
い

る
の
で
、
茶
商
の
皆
さ
ん
に
は
高
く
、
沢

山
仕
入
れ
て
消
費
者
に
美
味
し
い
静
岡
茶

を
届
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ

た
今
年
度
は
、
4
年
ぶ
り
に
物
販
や
、
手

も
み
の
実
演
、
同
知
事
ら
に
よ
る
餅
ま
き

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

県
内
茶
初
日
の
平
均
単
価
は
、
出

荷
量
が
や
や
少
な
か
っ
た
影
響
も
あ
り
、

６
９
６
６
円
と
昨
年
よ
り
１
８
８
６
円
高

く
な
り
ま
し
た
。
最
高
値
は
、
Ｊ
Ａ
し
み

ず
・
静
岡
市
清
水
区
両
河
内
産
の
機
械
も

み
茶
「
高
嶺
の
香
（
は
な
）」
の
キ
ロ
グ
ラ

ム
単
価
１
２
０
万
円
と
、
機
械
も
み
茶
と

し
て
は
過
去
最
高
額
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
２
日
、（
公
社
）
静
岡
県
茶
業
会

議
所
と
本
会
（
事
務
局
：
茶
業
課
）
は
、

掛
川
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
令
和
４

年
度
静
岡
県
農
協
茶
業
者
集
会
」
を
開
き
、

茶
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
３
０
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

本
集
会
は
、
茶
生
産
・
経
営
技
術
の
向

上
、
荒
茶
共
販
事
業
の
拡
充
、
静
岡
茶
消

費
拡
大
等
へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
本
県

茶
生
産
者
の
所
得
並
び
に
本
県
茶
業
の
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
が
目
的
。
集
会
で
は
、

「
今
後
の
茶
流
通
に
望
む
こ
と
」
と
題
し

た
佐
々
木
製
茶
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の

佐
々
木
余
志
彦
氏
の
講
演
や
茶
業
功
労
者
、

第
57
回
静
岡
県
茶
品
評
会
入
賞
者
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
出
席
者
は
県
茶
業
の
発
展
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

本
県
茶
業
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
茶
業

功
労
者
と
品
評
会
会
長
賞
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
（
敬
称
略
、カ
ッ
コ
内
は
市
町
村
名
）。

最
も
早
い
新
茶
シ
ー
ズ
ン
到
来

令
和
５
年
静
岡
茶
市
場
初
取
引

県
内
茶
業
の
戦
略
的
拡
大
へ

令
和
４
年
度
静
岡
県
農
協
茶
業
者
集
会

▲取引成立の「手合わせ」をする関係者

▲取引のようす

▲餅まきをする川勝知事、難波市長ら ▲最高値を付けたJAしみず産の茶

▲�加藤敦啓代表理事理事長より表彰を受ける
茶業功労者

茶
業
功
労
者

・
穴
原
共
同
製
茶
組
合
（
富
士
市
）

・
青
木　

功
（
静
岡
市
清
水
区
）

・
久
能
尾
共
同
製
茶
組
合
（
静
岡
市
葵
区
）

・
永
井
重
光
（
島
田
市
）

・
良
知
泰
男
（
牧
之
原
市
）

・
木
下
宗
治
（
掛
川
市
）

・
中
谷
正
次
（
掛
川
市
）

・
鈴
木
芳
之
（
袋
井
市
）

品
評
会
会
長
賞
受
賞
者

普
通
煎
茶

・
相
藤
園　

相
藤
裕
次

・
相
藤
農
園　

相
藤
直
紀

深
蒸
し
煎
茶

・�

農
事
組
合
法
人　

東
山
茶
業
組
合

　

工
場
長　

杉
山
敏
広

・�

農
事
組
合
法
人　

山
東
茶
業
組
合

　

代
表
理
事　

伊
藤
智
章

・
株
式
会
社　

や
ま
ま
満
寿
多
園

　

取
締
役
常
務　

三
倉
豊
博

て
ん
茶

・
株
式
会
社　

市
之
瀬
の
里

　

勝
治
義
男

・
小
園
碾
茶
組
合　

宮
崎
研
一
郎

・
小
園
碾
茶
組
合

　

組
合
長　

小
林
秀
明

・
小
園
碾
茶
組
合　

小
林
博

・
小
園
碾
茶
組
合　

桑
山
寿
美
男

つ
ゆ
ひ
か
り

・
湯
日
第
一
茶
農
業
協
同
組
合

　

代
表
理
事
組
合
長　

古
澤
義
晴

被
覆
茶

・�

農
事
組
合
法
人　

東
山
茶
業
組
合

　

代
表
理
事　

杉
山
裕
朗
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静
岡
市
西
ヶ
谷
清
掃
工
場
で
生
産
さ
れ

る
溶
融
ス
ラ
グ
肥
料
（
本
会
は
「
Ｓ
Ｋ
ケ

イ
カ
ル
」
と
し
て
製
造
・
販
売
）
は
、
静

岡
市
、
静
岡
大
学
、日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
株
式
会
社
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
熔
成

け
い
酸
質
肥
料
と
し
て
肥
料
法
（
※
）
に

規
格
を
新
設
し
、
日
本
初
の
肥
料
登
録
を

取
得
し
ま
し
た
。

同
社
は
、
同
肥
料
を
使
用
し
て
、
浜
松

市
南
区
の
砂
丘
地
区
で
桜
島
大
根
の
試
験

栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
試
験
ほ
場
は
約

30
㌃
で
、
同
肥
料
、
も
み
殻
く
ん
炭
、
牛

ふ
ん
堆
肥
「
ワ
ダ
コ
ン
ポ
」
で
土
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
生
育
が
思
わ

し
く
な
か
っ
た
も
の
の
、
本
年
度
は
有
機

質
肥
料
中
心
の
栽
培
に
切
り
替
え
、
同
社

と
本
会
が
、
本
会
土
壌
肥
料
分
析
セ
ン
タ

ー
で
実
施
し
た
土
壌
診
断
結
果
に
基
づ
い

て
施
肥
を
指
導
し
生
育
が
改
善
。
２
月
４

日
に
浜
松
市
議
会
議
員
、
浜
松
市
役
所
職

員
、
青
果
仲
卸
、
飲
食
業
者
お
よ
び
本
会

の
立
ち
合
い
の
も
と
、
約
10
キ
ロ
の
桜
島

大
根
を
収
穫
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
参
加

者
が
連
携
し
て
「
砂
丘
大
根
」
と
し
て
産

地
化
を
目
指
し
ま
す
。

立
ち
会
っ
た
市
議
は
「
市
民
生
活
で
発

生
す
る
資
源
を
肥
料
に
循
環
使
用
す
る
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の

精
神
に
合
致
す
る
取
り
組
み
。
砂
丘
大
根

の
産
地
が
で
き
て
ほ
し
い
」
と
期
待
し
ま

し
た
。

※
肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

循
環
型
社
会
を
目
指
す
取
り
組
み

清
掃
工
場
の
熔
融
ス
ラ
グ
を
肥
料
に「
砂
丘
大
根
」試
験
栽
培

▲収穫のようす

▲収穫された桜島大根

▲会場を視察する川勝知事（右）と川野会長（左）

▲査定会で品質を確認する関係者

３
月
７
日
、
名
古
屋
事
務
所
は
大
阪
府

大
阪
市
福
島
区
の
大
果
大
阪
青
果
で
、
県

産
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
品
質
査
定
会
と
販
売

対
策
会
議
を
開
き
ま
し
た
。
関
西
と
中
部

地
域
の
市
場
17
社
と
産
地
か
ら
Ｊ
Ａ
と
ぴ

あ
浜
松
の
担
当
者
合
わ
せ
て
23
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

査
定
会
で
は
、
市
場
担
当
者
が
出
荷
物

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
と
病
害
虫
の
有
無
な
ど

の
品
質
面
を
確
認
し
た
後
、
産
地
・
販
売

情
勢
を
報
告
し
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
会
よ
り
農
産
物
生
産
コ
ス
ト
が

大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
情
勢
を
市
場
に
説

明
し
販
売
価
格
へ
の
反
映
に
理
解
を
求
め

ま
し
た
。

同
事
務
所
は
「
今
回
新
た
な
取
組
と
し

て
、
関
西
と
中
部
地
区
の
市
場
を
集
め
査

定
会
と
販
売
対
策
会
議
を
開
き
、
市
場
か

ら
の
意
見

や
要
望
を

産
地
に
フ

ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
有

利
販
売
に

努
め
て
い

き
た
い
」

と
話
し
ま

し
た
。

野
菜
花
卉
課
は
、
県
と
連
携
し
、
２
月

18
日
と
19
日
の
２
日
間
、
首
都
圏
で
量
販

店
を
展
開
す
る
ヤ
オ
コ
ー
で
静
岡
県
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
で
は
、
埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
県

の
ヤ
オ
コ
ー
の
旗
艦
店
７
店
舗
で
、「
し
ず

お
か
食
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
選
ば
れ
て
い

る
県
産
の
イ
チ
ゴ
や
レ
タ
ス
、
セ
ル
リ
ー
、

新
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
販
売
を
行
い
、
生
産

者
を
代
表
し
て
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
の
内
山

英
樹
セ
ル
リ
ー
部
会
長
ら
が
参
加
し
、
Ｐ

Ｒ
を
実
施
し
ま
し
た
。「
食
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
は
、
県
産
の
農
林
水
産
物
で
全
国
に

誇
る
価
値
や
特
長
を
持
つ
商
品
を
県
が
認

定
す
る
も
の
で
、「
頂
（
い
た
だ
き
）」
の

愛
称
で
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
付
け
、
県
産
品
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

18
日
に
は
、
川
勝
平
太
県
知
事
が
同
社

の
川
野
幸
夫
会
長
と
埼
玉
県
川
越
市
の
川

越
南
古
谷
店

の
フ
ェ
ア
会

場
を
視
察
し

ま
し
た
。
今

後
同
社
と
連

携
し
、
県
産

農
産
物
の
更

な
る
販
売
拡

大
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

有
利
販
売
に
向
け
た
取
組

県
産
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
品
質

査
定
会
を
開
催

首
都
圏
量
販
店
で
静
岡
フ
ェ
ア
を
開
催

「
食
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」認
定

農
産
物
を
販
売
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生産･事業推進に役立つ情報が満載!!

●イントラから利用できます。

担当：営農総合対策部 生産振興開発課 (TEL 054-284-9729)
〜他にも、農畜産物別の情報なども充実〜

東京、名古屋、大阪の青果・花卉の概況を
掲載しています。

分析メニュー、申込書、分析フロー（手順）
を掲載しています。分析の際はコチラから！

各茶期の情勢、統計情報等を掲載しています。

経済連肥薬通信５月号
経済連コンサルタントによる技術情報

更
新

営農ナビ 文字が大きく見やすくなってリニューアルしました！

農産物安全分析センター

茶 業 情 報

経済連肥薬通信

販 売 情 報

県内
JA限定

「 「 ごちそうカントリーごちそうカントリー 」 」（静岡第一テレビ）（静岡第一テレビ）

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

　静岡県のJAグループが制作する番組「ご

ちそうカントリー」（静岡第一テレビ・毎週

日曜日午前11時40分）５月28日（日）の放

送は本会が担当となり、今年度に本県の新

たなブランドとして登場する酒米「令和誉

富士」について紹介します。本会パールラ

イス袋井工場も紹介しますので、ぜひご覧

ください！

テ レ ビ 番 組 の ご 紹 介

Keizairen ┃ 0506　 ┃ Keizairen



作物・産地・営農・技術・資材などの
情報をお届けします
作物・産地・営農・技術・資材などの
情報をお届けします 営 農 支 援 だより

チャハマキ

チャノキイロアザミウマ被害葉

チャノミドリヒメヨコバイ被害葉

チャノコカクモンハマキ

を
繰
り
返
す
。

萌
芽
～
開
葉
期
の
葉
の
表
層
を
吸
汁

加
害
、
そ
の
後
開
い
た
葉
が
奇
形
し
た

り
、
葉
に
す
じ
状
の
被
害
が
で
る
。
激

し
く
加
害
さ
れ
る
と
、
新
芽
が
褐
変
、

枯
死
す
る
場
合
も
あ
る
。

防
除
は
チ
ャ
ノ
ミ
ド
リ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ

イ
と
同
じ
く
新
芽
の
萌
芽
～
開
葉
期
に

行
う
。

「
チ
ャ
ノ
ホ
ソ
ガ
」

蛹
で
越
冬
。
新
葉
に
産
卵
さ
れ
た
卵

か
ら
孵
化
し
た
幼
虫
が
新
葉
皮
下
に
潜

り
食
害
。
そ
の
後
三
角
に
巻
葉
す
る
。

巻
葉
し
た
葉
が
収
穫
し
た
茶
葉
に
混
ざ

る
と
、
巻
葉
内
で
の
糞
に
よ
り
品
質
が

こ
れ
か
ら
の
茶
園
で
の 

害
虫
防
除

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
夏
に
向
か
っ
て

茶
園
で
は
気
温
の
上
昇
と
共
に
各
種
害

虫
の
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
き
ま
す
。

茶
で
発
生
す
る
主
な
害
虫
の
特
徴
等
に

つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
今
後
の
防
除
の
参
考
に
し
て
下

さ
い
。

「
チ
ャ
ハ
マ
キ
、
チ
ャ
ノ
コ
カ
ク
モ
ン

ハ
マ
キ
」

ど
ち
ら
も
幼
虫
で
越
冬
し
、
年
４
～

５
回
発
生
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
発
生

が
多
く
な
る
。
チ
ャ
ハ
マ
キ
は
葉
の
表

に
、
チ
ャ
ノ
コ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ
キ
は
葉

の
裏
に
産
卵
す
る
。

被
害
は
幼
虫
が
茶
葉
を
綴
じ
て
、
葉

の
内
側
か
ら
食
害
。
多
発
す
る
と
そ
の

後
の
茶
樹
の
生
育
に
影
響
す
る
。
チ
ャ

ハ
マ
キ
は
坪
枯
れ
状
に
、
チ
ャ
ノ
コ
カ

ク
モ
ン
ハ
マ
キ
は
分
散
し
て
被
害
が
で

や
す
い
。

防
除
は
、
年
に
よ
っ
て
発
生
時
期
が

多
少
異
な
る
の
で
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ

ッ
プ
や
誘
蛾
灯
で
の
予
察
が
さ
れ
て
い

る
地
区
で
は
、
こ
れ
を
参
考
に
成
虫
発

「
チ
ャ
ノ
ミ
ド
リ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ
」

成
虫
で
越
冬
、
年
間
５
～
８
回
発
生

す
る
。

新
芽
の
吸
汁
加
害
に
よ
り
、
新
葉
が

黄
化
、
赤
葉
枯
病
を
併
発
し
や
す
く
な

る
。
成
園
で
は
、２
番
茶
芽
、３
番
茶
芽
、

秋
芽
の
生
育
期
に
多
く
な
る
が
、
常
に

新
芽
の
あ
る
幼
木
園
、
更
新
園
で
は
成

園
よ
り
も
多
発
し
や
す
い
。

防
除
は
、
新
芽
の
萌
芽
～
開
葉
期
に

薬
剤
を
散
布
す
る
。
幼
木
、
更
新
園
で

は
常
に
新
芽
の
あ
る
状
況
が
続
く
の
で
、

連
続
的
な
防
除
が
必
要
。

「
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
」

成
虫
で
越
冬
、
年
間
７
～
８
回
世
代

生
ピ
ー
ク
か
ら
７
～
14
日
後
頃
に
薬
剤

を
散
布
す
る
。
両
害
虫
と
も
薬
剤
に
よ

っ
て
は
感
受
性
が
低
下
し
て
い
る
場
合

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
。
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作物・産地・営農・技術・資材などの
情報をお届けします
作物・産地・営農・技術・資材などの
情報をお届けします 営 農 支 援 だより

葉裏に寄生するカンザワハダニ

ヨモギエダシャク

クワシロカイガラムシ雌成虫

チャノホソガ被害葉

悪
く
な
る
。
６
月
～
秋
季
に
被
害
が
多

く
な
る
。

防
除
は
新
芽
の
１
～
２
葉
期
に
薬
剤

を
散
布
す
る
。
卵
～
巻
葉
ま
で
の
期
間

は
10
～
17
日
で
、
新
葉
に
産
卵
さ
れ
た

卵
は
水
滴
状
で
、
日
中
観
察
す
る
と
光

っ
て
見
え
る
の
で
、
早
期
に
発
見
、
防

除
す
れ
ば
被
害
を
抑
え
る
事
が
出
来
る
。

「
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
」

雌
成
虫
で
越
冬
し
、
３
月
頃
よ
り
産

卵
す
る
。
発
生
の
ピ
ー
ク
は
５
月
下
旬

～
６
月
上
旬
頃
。
葉
裏
に
生
息
し
、
裾

葉
に
多
い
。
気
温
、
湿
度
が
高
く
な
る

と
天
敵
ケ
ナ
ガ
カ
ブ
リ
ダ
ニ
が
増
殖
し

急
激
に
密
度
が
抑
制
さ
れ
る
。

防
除
に
つ
い
て
は
、
越
冬
ダ
ニ
の
防

除
を
確
実
に
行
う
。
発
生
の
密
度
が
高

く
な
っ
て
か
ら
で
は
効
果
が
劣
り
や
す

い
の
で
、
早
期
の
防
除
を
行
う
。
ま
た
、

ケ
ナ
ガ
カ
ブ
リ
ダ
ニ
を
保
護
す
る
為
に
、

薬
剤
の
選
択
に
注
意
す
る
。（
ハ
ダ
ニ

以
外
の
病
害
虫
防
除
で
使
用
す
る
農
薬

も
含
め
て
）

「
ヨ
モ
ギ
エ
ダ
シ
ャ
ク
」

夏
～
秋
に
か
け
て
発
生
が
多
く
な
る
。

電
柱
、
小
屋
な
ど
に
産
卵
す
る
場
合
が

多
く
、
こ
の
周
辺
で
は
注
意
が
必
要
。

防
除
は
、
普
段
か
ら
茶
園
を
観
察
し
、

若
齢
の
う
ち
に
薬
剤
を
散
布
す
る
。
ハ

マ
キ
ム
シ
類
の
防
除
で
同
時
防
除
で
き

る
が
、
多
発
し
て
い
る
場
合
は
、
作
用

の
異
な
る
薬
剤
で
追
加
防
除
を
行
う
。

「
ク
ワ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
」

雌
成
虫
で
越
冬
。
年
２
～
３
回
発
生
。

雌
成
虫
が
口
針
を
枝
に
刺
し
て
吸
汁
加

害
す
る
。

防
除
は
茶
の
生
育
期
防
除
の
場
合
は
、

幼
虫
の
孵
化
最
盛
期
に
行
う
。
１
回
目

の
孵
化
時
期
が
比
較
的
同
一
圃
場
内
で

時
期
が
揃
う
の
で
、
こ
の
時
期
に
行
う

と
良
い
。
冬
季
に
防
除
す
る
場
合
は
、

降
雨
の
無
い
時
期
を
選
ん
で
散
布
を
行

う
。
散
布
に
際
し
て
は
、
雌
成
虫
、
孵

化
幼
虫
に
良
く
か
か
る
よ
う
に
、
突
っ

込
み
型
や
ア
ー
チ
型
噴
口
を
使
用
す
る
。

茶
の
害
虫
防
除
は
、
発
生
時
期
に
合

わ
せ
て
防
除
す
る
害
虫
（
チ
ャ
ノ
コ
カ

ク
モ
ン
ハ
マ
キ
、
チ
ャ
ハ
マ
キ
等
）
と

茶
の
芽
の
生
育
状
況
に
合
わ
せ
て
防
除

す
る
害
虫
（
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
、チ
ャ
ノ
ミ
ド
リ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ
等
）

が
あ
り
ま
す
。
異
な
る
品
種
、
条
件
の

圃
場
を
管
理
す
る
場
合
、
防
除
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
合
わ
な
い
場
合
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
普
段
か
ら
圃
場
の
状
況

を
良
く
観
察
し
、
病
害
虫
防
除
所
や
Ｊ

Ａ
で
出
さ
れ
て
い
る
病
害
虫
発
生
状
況

等
の
情
報
を
入
手
す
る
な
ど
し
て
、
防

除
適
期
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

（
肥
料
農
薬
課  

専
門
推
進
員  

村
上　

薫
）
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検索しずおか手しお屋

担当：営業部 流通開発課　（TEL:054-284-9728）

※販売時期や価格は変更する場合があります

◀商品ページはこちら

ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介
今月のおすすめ商品をご紹介します！今月のおすすめ商品をご紹介します！

今年も美味しい新茶ができました。新茶の販売は６月中旬までの期間限定となります。

静岡茶揉
じゅう

一
いち

ひとえ

掛川八十八夜摘み新茶

川
かわ

根
ね

茶

５つのJAがコラボ！新茶飲みくらべセット

静岡茶セットＣ

本
ほん

山
やま

茶

販売価格：2,980円
（送料・税込）

販売価格：3,680円
（送料・税込）

販売価格：3,680円
（送料・税込）

販売価格：4,500円
（送料・税込）

販売価格：3,680円
（送料・税込）

販売価格：3,680円
（送料・税込）

規格：70g×2袋

規格：100g×2袋

規格：100g×2袋

規格：50ｇ×5袋

規格：100g×2袋

規格：100g×2袋

【商品紹介】
しずおか食セレクション認定
商品！静岡茶「揉一ひとえ」
の新茶です♪
静岡県内の11JAが地元のお
茶を持ち寄り仕上げたまさに
静岡ブランドのお茶！
香り高く、キリっとした渋み
が特徴の普通煎茶（山）、水
色（すいしょく）の鮮やかな緑
とまろやかな味わいが特徴の
深蒸し茶（里）のセットです。

【商品紹介】
八十八夜に摘んだお茶は古来より
縁起のいいお茶として飲まれてき
ました。こちらは八十八夜に摘ま
れた茶葉のみを使用しています。
こちらのお茶は渋みが抑えられ、
マイルドな口当たりが特徴の深蒸
し茶です。水色が鮮やかな緑色を
しており、香りが優れていること
も特徴です。

【商品紹介】
川根地域で作られたお茶は、大井
川地域の山々から沸き立つ霧が天
然の覆いとなって滋養を充分に蓄
えた新芽を育みます。まろやかで
深い味わいと爽やかな香りが特徴
です。
「普通煎茶」と「深蒸し茶」をセ
ットにしていますので、それぞれ
の川根茶をお楽しみください。

【商品紹介】
県内５JA（大井川、ハイナン、
掛川市、遠州夢咲、遠州中央）
の自慢のお茶をセットにしま
した。
ギフトにおすすめの飲み比べ
セット♪セット内容は「川根
茶（JAおおいがわ）」「牧之原
茶（JAハイナン）」「東山茶（JA
掛川市）」「遠州夢茶（JA遠州
夢咲）」「山のお茶（JA遠州中
央）」です。

【商品紹介】
茶処静岡県においても特に栽培環
境に恵まれ、永い伝統と実績を誇
る大井川下流域から牧之原台地に
いたる地域（島田・金谷地域）で
栽培された茶葉だけを原料として、
心を込めて荒茶製造、仕上げ加工
しました。
香り高く深い味わいの煎茶と、ま
ろやかな味と濃緑な水色が楽しめ
る深むし茶のセットです。それぞ
れの特徴をお楽しみ下さい。

【商品紹介】
本山茶が生産される静岡市の安倍
川上流域の山間部は、静岡茶発祥
の地と言われています。この地域
は安倍川の川霧と気温の寒暖差が
あるため、お茶の栽培に最適な環
境です。
山間地茶独特の上品でさわやかな
香りが高く、味はコクがあり、品
質が良いことで知られています。

静岡の新茶
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令和5年度 新入職員紹介

橋
は し も と

本奈
な お き

生己
［東部事業所 東部みかん園芸課］

抱 負

自ら学ぶ姿勢を大切に、一日でも早く立派な
社会人になれるよう、精一杯努力していきます。ご迷惑をおか
けしないように頑張りますので、どうかよろしくお願い致します。

櫻
さ く ら い

井　栞
しおり

［企画管理部 経理課］

抱 負

緊張や不安がありますが、常に責任感を持っ
て業務に取り組み、信頼される社会人になるために精一杯努力
してまいります。ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

糟
か す や

屋　和
か ず ま

磨
［食糧部 食糧課］

抱 負

ＪＡグループの職員として、組合員の生活と、
静岡県農業の発展のため努力していきます。先輩方から多く
のことを学び、一日でも早く信頼される社会人になります。

三
み う ら

浦　諒
り ょ う た

太
［企画管理部 企画管理課］

抱 負

いつでも明るく、笑顔を意識して日々の業務
に取り組み、ＪＡグループの一員として社会に貢献できる人材
となれるよう努力してまいります。よろしくお願いいたします。

宮
み や ざ き

﨑真
ま き お

樹生
［西部支所 西部みかん園芸課］

抱 負

感謝の気持ちと謙虚な姿勢を忘れず、静岡県
の農業の発展のために、経済連の職員として自覚と責任を持っ
て働きたいと思います。ご指導のほどよろしくお願いいたします。

松
ま つ う ら

浦　友
ゆ う や

哉
［畜産部 東部畜産センター］

抱 負

ＪＡグループ職員としての自覚と責任を持
ち、日々の業務を遂行します。ご指導ご鞭撻のほどよろしく
お願いいたします。

佐
さ と う

藤　寛
か ん た

太
［みかん園芸部 販売情報センター］

抱 負

主体的に学び、常に挑戦することを忘れず
に日々の業務に取り組みます。素直さと思いやりの心を大切
にし、信頼される人間を目指します。よろしくお願いいたします。

天
あ ま の

野　柚
ゆ う か

香
［生産資材部 肥料農薬受注センター］

抱 負

一日でも早く仕事を覚え、皆様のお力になれ
るよう日々努力してまいります。ご迷惑をおかけすることもある
と思いますが、どうかご指導のほどよろしくお願いいたします。

後列左より　橋
はしもと　なおき

本奈生己　三
みうら　りょうた

浦諒太　櫻
さくらい　しおり

井栞　宮
みやざき　まきお

﨑真樹生　糟
かすや　かずま

屋和磨　松
まつうら　ゆうや

浦友哉　佐
さとう　かんた

藤寛太　天
あまの　ゆうか

野柚香

石川和弘
（常務理事）

寺田国彦
（代表理事専務）

加藤敦啓
（代表理事理事長）

鎌野厚
（常務理事）

前列左より
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JA
静
岡
経
済
連

担当：くらし支援部　生活葬祭課（TEL：054-284-9740）

毎
月

1
回

発
行

　
編

集
発

行
／

企
画

　
　

　
　

　
管

理
課

 〒
4

2
2

-8
6

2
0

　
静

岡
県

経
済

農
業

協
同

組
合

　
　

　
　

　
連

合
会

　
静

岡
県

静
岡

市
駿

河
区

曲
金

3
丁

目
8

番
1

号
 

TEＬ
.0

5
4（

2
8

4
）9

7
0

8
　

FA
X

.0
5

4（
2

8
4

）9
7

8
0

　
http://jashizuoka-keizairen.net　

E-Ｍ
aiＬ

:keizairen@
kei.ja-shizuoka.or.jp 


